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東
京
岡
山
県
人
会

♬

議
員
の
皆
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
大
橋
洋
治
副
会
長
の
音
頭
で

岡
山
の
地
酒
に
よ
る
乾
杯
を
行
い
、

集
い
の
幕
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

最
新
の
岡
山
の
情
報
を
紹
介
す

る
岡
山
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
お
か

や
ま
観
光
Ｐ
Ｒ
レ
デ
ィ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

お
か
や
ま
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、「
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
二
〇
一
三
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
、
ご
当
地
グ
ル
メ
や
マ
ス
カ
ッ
ト
、
ピ
オ
ー
ネ
、
白

桃
な
ど
の
果
物
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
岡
山
Ｈ
Ｏ
Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
山
田
方
谷
の
子
孫

で
あ
る
野
島
透
氏
か
ら
山
田
方
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
に

向
け
た
活
動
の
報
告
が
あ
り
、
美
作
県
民
局
有
志
が
人
気
漫

画
「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
ー
ナ
ル
ト
ー
」
の
登
場
人
物
に
扮
し
て
、

賑
や
か
に
「
美
作
国
建
国
一
三
〇
〇
年
記
念
事
業
」
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
人
会
の
繁
栄
と
美
作
国
建
国
一
三
〇

〇
年
を
祝
賀
し
て
、
新
庄
村
に
よ
る
餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
、

き
な
こ
餅
が
ふ
る
ま
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
会
場
に
は
、

地
元
岡
山
の
レ
タ
ス
（
高

梁
）
を
使
っ
た
料
理
、

備
中
手
延
べ
う
ど
ん
な
ど

が
準
備
さ
れ
る
な
ど
、

郷
土
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
や
地
酒
を
皆
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
お
楽
し
み
抽

選
会
」
で
は
、
岡
山
シ
ー

ガ
ル
ズ
の
サ
イ
ン
入
り
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
、
地
元
岡
山
の
名
産
な
ど
の
賞
品
が
抽
選
さ

れ
、
会
場
内
が
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
お
互
い
の
再
会
を
喜
び
、
懐
か
し
い
ふ

る
さ
と
の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
た
集
い
も
、
香
山

充
弘
副
会
長
に
中
締
め
い
た
だ
き
、
来
年
の
再
会

を
約
束
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
の
親
睦

と
交
流
を
深
め
る
集
い
が
終
わ
り
ま
し
た
。

首都圏でのイベント情報

  １月18日（土）
　11:00～16:00

おかやま晴れの国ぐらしセミナー＆相談会
岡山への移住・定住に関するセミナー・相談など

ＡＰ品川
（港区高輪）

  １月18日（土）
　14:00

Ｖ・プレミアリーグ
岡山シーガルズ　対　ＮＥＣレッドロケッツ

大田区総合体育館
（大田区東蒲田）

  2月22日（土）
  14:00

Ｖ・プレミアリーグ
岡山シーガルズ  対  トヨタ車体クインシーズ

川崎市とどろきアリーナ
（川崎市中原区等々力）

  2月23日（日）
  13:00

Ｖ・プレミアリーグ
岡山シーガルズ  対  ＮＥＣレッドロケッツ

川崎市とどろきアリーナ
（川崎市中原区等々力）

  1月19日（日） ＪＯＩＮ移住・交流＆地域おこしフェア
地方での暮らしや滞在などの魅力をＰＲ

東京ビッグサイト
（江東区有明）

  1月19日（日）
　13:00

Ｖ・プレミアリーグ
岡山シーガルズ  対  ＪＴマーヴェラス

大田区総合体育館
（大田区東蒲田）

  1月25日（土）
　14:05

Ｖ・プレミアリーグ
岡山シーガルズ  対  パイオニアレッドウィングス

川崎市とどろきアリーナ
（川崎市中原区等々力）

　

東
京
岡
山
県
人
会
の
平
成
二
十
五
年
度
総
会
と
第
六
十
四

回
県
人
の
集
い
が
、
九
月
六
日
（
金
）、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東

京
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
首
都
圏
で
活
躍
す
る
県
出

身
者
の
ほ
か
、
地
元
岡
山
か
ら
は
、
昨
秋
就
任
さ
れ
た
伊
原

木
隆
太
岡
山
県
知
事
を
は
じ
め
、渡
辺
英
気
岡
山
県
議
会
議

長
、市
町
村
長
な
ど
の
行
政
関
係
者
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
岡
山
経
済
界
の
代
表
者
の
皆
様
に
も
多
数
参
加
し

て
い
た
だ
き
、約
三
〇
〇
名
の
岡
山
県
人
が
集
い
、懐
か
し
い
ふ

る
さ
と
の
話
と
味
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、ま
ず
、役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、橋
本
徹
会
長
、

近
藤
晃
副
会
長
及
び
大
橋
洋
治
副
会
長
が
再
任
、
新
た
に
香

山
充
弘
副
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
平
成
二
十
四

年
度
事
業
報
告
、
平
成

二
十
五
年
度
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
の
議
題
が
了

承
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
開
催
さ

れ
た
県
人
の
集
い
で
は
、

橋
本
徹
会
長
の
挨
拶
の

後
、
伊
原
木
隆
太
岡
山

県
知
事
、
県
関
係
国
会

  １月26日（日）
　13:05

Ｖ・プレミアリーグ
岡山シーガルズ  対  東レアローズ

川崎市とどろきアリーナ
（川崎市中原区等々力）

  2月  1日（土）

　
  2月28日（金）

晴れの国　備前岡山展
食品・雑貨などの展示販売

東京ミッドタウン ガレリア３階
THE COVER NIPPON（ジカバー・ニッポン）

（港区赤坂）
〜

  3月22日（土）
  13:00

Ｖ・プレミアリーグ
岡山シーガルズ  対  ＮＥＣレッドロケッツ

小瀬スポーツ公園体育館
（山梨県甲府市小瀬町）

  2月  5日（水）

  2月  7日（金）
東京インターナショナルギフトショー

革製品の展示
　

東京ビッグサイト
（江東区有明）

〜

  2月20日（木）

  2月26日（水）
京都・岡山うまいもの会
京都・岡山の物産の販売

　

京急百貨店
（横浜市港南区上大岡西）

〜

  2月26日（水）

  3月  4日（火）

四国・山陽の物産展
四国地方、山陽地方の物産の展示販売等

小田急百貨店町田店
（町田市原町田）〜

  2月  1日（土） 学習院生涯センター・岡山県連携講座
ふるさと岡山の歴史にふれる機会

（テーマ：備前焼）

学習院生涯学習センター
（豊島区目白）

  3月21日（金）
  13:07

Ｖ・プレミアリーグ
岡山シーガルズ  対  東レアローズ

小瀬スポーツ公園体育館
（山梨県甲府市小瀬町）

開 催 日 名　　称 場　　所

  

第
一
回
は
、
海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊　

三
宅 

由
佳
莉 

三
等
海
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

　

三
宅
さ
ん
は
倉
敷
市
出
身
。
県
立
城
東

高
等
学
校
普
通
科
音
楽
系
、
日
本
大
学
芸

術
学
部
音
楽
科
声
楽
コ
ー
ス
卒
業
後
、
二

〇
〇
九
年
四
月
に
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
、

同
年
九
月
、
東
京
音
楽
隊
に
初
の
ヴ
ォ
ー

カ
リ
ス
ト
と
し
て
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
三

宅
さ
ん
の
歌
う
海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊

の
ア
ル
バ
ム
「
祈
り
〜
未
来
へ
の
歌
声
」

は
オ
リ
コ
ン
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
ト･

ク

ラ
ッ
シ
ッ
ク
部
門
一
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、

大
活
躍
で
す
。

　
│
歌
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

子
ど
も
の
頃
、
祖
母
と
一
緒
に
「
赤
と

ん
ぼ
」「
夕
焼
け
小
焼
け
」
を
歌
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
童
謡
を
歌
う
と
き
は
、
今

で
も
ふ
る
さ
と
岡
山
の
田
ん
ぼ
や
山
々
の

間
に
沈
む
夕
日
な
ど
が
浮
か
ん
で

い
ま
す
。
十
一
月
に
は
、
小
学
校

五
年
生
か
ら
六
年
間
過
ご
し
た
倉

敷
児
童
合
唱
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
│
自
衛
官
を
志
し
た
理
由
は
？

　

中
学
３
年
生
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
女
優
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
体
を
動
か
す
こ
と
も
大

好
き
で
、
中
学
校
で
は
バ
ス
ケ
部
、

高
校
で
は
ダ
ン
ス
部
、
大
学
で
は

空
手
部
で
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
後
、
一
度
は
一
般
企
業
に

就
職
し
て
か
ら
夢
を
追
お
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
恩
師
か
ら
自
衛
隊
で
歌
手
を

募
集
し
て
い
る
の
で
応
募
し
て
は
ど
う
か

と
い
う
薦
め
が
あ
り
、
説
明
会
に
行
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
ま
で
舞
台

の
華
や
か
な
世
界
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、

想
像
も
で
き
な
か
っ
た
自
衛
隊
の
世
界
で

す
が
、
説
明
を
聞
き
、
国
民
の
為
、
人
の

為
に
力
を
尽
く
す
自
衛
官
の
姿
勢
に
こ
れ

こ
そ
が
理
想
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

　
│
自
衛
官
の
勤
務
は
い
か
が
で
す
か
？

　

入
隊
後
五
ヶ
月
間
は
自
衛
官
と
し
て
の

教
育
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
体
力
に
自
信

が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

や
は
り
大
変
で
、
分
刻
み
の
生
活
や
協
調

性
を
養
う
た
め
の
環
境
に
も
驚
き
ま
し
た
。

音
楽
隊
に
配
属
さ
れ
て
も
、
歌
の
練
習
は

も
ち
ろ
ん
、
演
奏
会
の
準
備
な
ど
の
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
や
、
体
力
維
持
の
走
り
込
み
な

ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
続
け
て
い
ま
す
。

　
│
三
宅
さ
ん
の
活
躍
が
大
き
な
話
題
を

呼
ん
で
い
ま
す
が…

　

驚
い
て
い
ま
す
。
私
自
身
と
し
て
は
こ

れ
ま
で
同
様
、
一
生
懸
命
国
民
の
皆
様
に

対
し
て
失
礼
の
な
い
よ
う
全
力
を
ぶ
つ
け

て
続
け
て
い
く
姿
勢
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　

岡
山
の
両
親
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

同
時
に
「
あ
な
た
は
自
衛
官
な
の
だ
か
ら
、

そ
の
プ
ラ
イ
ド
と
自
覚
を
持
ち
な
さ
い
」

と
い
つ
も
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
す
。

　
│
夢
を
目
指
す
岡
山
県
人
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
。

　

こ
れ
だ
！
と
い
う
も
の
を
見
つ
け
た
ら
、

リ
ス
ク
が
あ
っ
て
も
踏
み
出
す
こ
と
で
道

が
開
け
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
そ
の
一
歩

を
力
強
く
踏
み
出
す
こ
と
で
後
に
続
く
人

た
ち
に
も
道
が
開
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

天
使
の
歌
声
で
国
民
を
癒
し
、
凛
々
し

く
笑
顔
の
素
敵
な
三
宅
さ
ん
で
す
が
、
好

き
な
曲
は
エ
ル
ト
ン
ジ
ョ
ン
の
「Your 

S
ong

」、
休
日
に
は
食
べ
歩
き
を
す
る
の

が
楽
し
み
と
語
る
姿
は
と
て
も
身
近
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
三
宅
さ

ん
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
ね
。

◆ 新役員
　会　長　橋本　徹
　　　　　  （株）日本政策投資銀行  代表取締役社長
　副会長　近藤　晃
　　　　　  （株）日本航空  社友
　副会長　大橋　洋治
　　　　　   ＡＮＡホールディングス( 株 ) 取締役会長
　副会長　香山　充弘
　　　　　  （学）自治医科大学  理事長

※ 岡山県東京事務所では、首都圏で岡山の味を楽しめたり、特産を使用し
　 ているお店をパンフレットや岡山県東京事務所のHPで紹介しています。
　 （URL：http://www.pref.okayama.jp/soshiki/176/）　また、旬の情報
　 をお届けするFacebookも始めましたので、ご覧ください。

橋本会長

岡山 PRコーナー
県
産
ぶ
ど
う
コ
ー
ナ
ー

美作国建国１３００年記念事業

餅つき

三宅 由佳莉さん

第 64 回岡山県人の集い  賑やかに開催

ふるさと

ゆかりの人



　

会
報
二
十
三
号
か
ら
、
東
京
に
あ
る
岡
山
県

出
身
者
を
対
象
に
し
た
四
つ
の
学
生
寮
（
備
中

館
、
鶴
山
館
、
精
義
塾
、
岡
山
県
育
英
会
東

京
寮
）
を
順
番
に
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
、
精
義
塾
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線
茗
荷
谷
駅
を
出
て
徒

歩
五
分
、
文
京
区
小
日
向
の
住
宅
街
の
中
に
現

れ
た
、
み
か
ん
の
木
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、

そ
こ
に
精
義
塾
が
あ
り
ま
す
。

○
精
義
塾
の
生
い
立
ち

　

精
義
塾
は
今
か
ら
百
二
十
年
前
の

明
治
二
十
六
年
、
岡
山
県
出
身
の
四
人
の

在
京
学
生
が
、
蕩
々
た
る
学
徒
の
堕
落
を
嘆
き
、

郷
党
の
後
輩
の
た
め
に
、下
宿
屋
の一
室
を
借
り
、

学
生
の
自
治
に
よ
る
共
同
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

精
義
塾
と
い
う
名
は
、
四
人
の
学
生
の
志
に

共
感
し
、
塾
の
監
督
に
な
ら
れ
た
花
房
義
質
子

爵
が
選
ん
で
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
り
、易
経
の「
精

義
、
神
に
入
ら
ば
用
を
致
さ
ん
」
と
い
う
意
味

の
言
句
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
岡
山
県
出
身
の

花
房
子
爵
は
、
枢
密
顧
問
官
、
日
本
赤
十
字

社
長
な
ど
国
家
枢
要
な
地
位
に
就
か
れ
、
人
格

識
見
と
も
傑
出
さ
れ
た
人
物
で
、
明
治
二
十
六

年
の
塾
の
創
立
以
来
大
正
六
年
の
御
逝
去
の
年

ま
で
約
二
十
四
年
間
に
わ
た
り
、
監
督
と
し
て

物
心
両
面
か
ら
学
生
の
指
導
に
あ
た
り
、
塾
の

基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　

精
義
塾
は
創
立
当
初
よ
り
、
自
主
自
立
と
切

磋
琢
磨
を
掲
げ
、先
輩
後
輩
の
絆
を
固
く
し
て
、

■
新
規
会
員
の
御
紹
介

　

県
人
会
で
は
、新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。職
場
、知
人
等
で
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、入
会
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、東
京
岡
山
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

会
申
込
が
で
き
ま
す
。

■
住
所
等
変
更
手
続

　

県
人
会
で
は
、会
員
の
皆
様
に
観
光
、特
産
品
等
の

情
報
を
提
供
し
た
り
、会
員
名
簿
の
配
布
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。住
所
等
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、必

ず
事
務
局
ま
で
ご一
報
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
岡
山
応
援
寄
附
金
の
お
願
い

　

皆
様
の
、岡
山
県
に
対
す
る
温
か
い
応
援
の
お
気
持

ち
を
ぜ
ひ
、「
ふ
る
さ
と
岡
山
応
援
寄
附
金
」と
し
て
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
申
込
み
は
岡
山
県
東
京
事
務
所
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

■
連
絡
先

〒
１
０
２-

０
０
９
３

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２-

６-

３

都
道
府
県
会
館
10
階　

岡
山
県
東
京
事
務
所
内

東
京
岡
山
県
人
会
事
務
局

T
E
L: 

０
３-

５
２
１
２-

９
０
８
０

F
A
X: 

０
３-

５
２
１
２-

９
０
８
３

E
-m
ail: tokenjinkai@

pref.okayam
a.jp

U
R
L 　

: http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/page/

　
　
　

  detail-28927.htm
l

歩
み
続
け
る
な
か
、仁
科
芳
雄
博
士
や
岡
崎
嘉

平
太
氏
等
多
く
の
有
為
な
人
材
を
輩
出
し
て
い

ま
す
。

○
塾
舎
の
変
遷

　

創
設
当
初
の
精
義
塾
は
、
塾
舎
を
持
た
ず
、

収
容
人
員
の
増
加
に
つ
れ
て
数
回
借
家
を
変
え

て
い
ま
し
た
が
、
明
治
三
十
六
年
に
池
田
候
爵

家
が
小
石
川
区
竹
早
町
に
所
有
し
て
い
た
土
地

を
無
償
貸
与
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
で
初
め
て
塾

舎
を
持
ち
ま
し
た
。　

昭
和
二
十
年
の
東
京
大

空
襲
で
竹
早
町
の
塾
舎
が

消
失
し
、
昭
和
二
十
九
年

に
現
在
の
小
日
向
の
敷
地

に
木
造
二
階
建
て
の
塾
舎

を
新
築
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
増
築
す
る
な
ど
し
て

推
移
し
ま
し
た
が
、
老
朽

化
が
進
み
、
勉
学
に
適
し

た
も
の
と
は
言
い
難
く
な

り
、
昭
和
五
十
四
年
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て

の
現
塾
舎
に
改
築
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

○
塾
で
の
生
活

　

平
成
二
十
五
年
十
月
現
在
、
十
七
人
の
学
生

が
共
同
生
活
し
て
い
ま
す
。
在
塾
生
に
精
義
塾

の
特
色
は
何
か
と
尋
ね
る
と
、「
学
生
（
在
塾
員
）

中
心
主
義
」
と
「
塾
Ｏ
Ｂ（
塾
外
員
）
と
の
交
流
」

と
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

精
義
塾
で
は
、
学
生
自
ら
が
塾
運
営
を
行
っ

て
い
て
、
会
計
、
庶
務
、
塾
の
修
理
保
全
な
ど
、

各
々
が
学
年
に
見
合
っ
た
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
毎
週
行
わ
れ
る
塾
員
会
議
で
話
し
合
い
、

全
て
の
決
定
権
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

新
入
塾
員
の
選
考
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
部
屋

割
り
も
塾
員
会
議

で
決
定
し
ま
す
。

一
・
二
年
生
は
相

部
屋
で
年
度
の
前

期
と
後
期
で
部
屋

替
え
を
行
い
ま
す
が
、
前
期
で
は
二
年
生
が
同

室
と
な
る
一
年
生
を
、
後
期
で
は
一
年
生
が
同
室

と
な
る
二
年
生
を
指
名
し
ま
す
。
塾
員
会
議
の

中
で
、
二
年
生
は一
年
生
に
何
を
教
え
る
か
、一
年

生
は
前
期
に
二
年
生
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
、
後

期
に
は
何
を
学
び
た
い
か
な
ど
を
塾
員
会
議
で

話
し
合
う
そ
う
で
す
。　

  

ま
た
、
精
義
塾
で
は
魅
力
的
な
行
事
を
た
く

さ
ん
行
っ
て
い
ま
す
。
各
々
が
思
い
思
い
の
仮
装

を
し
て
町
を
練
り
歩
く
「
夏
の
仮
装
旅
行
」、

塾
内
に
女
性
を
招
い
て
の
「
七
夕
、
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
」、
精
義
塾
の
グ
ラ
ン
ド
で
町
内
会

の
方
々
と
交
流
す
る
「
町
内
交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」

な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
在
塾
生
同
士
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々
な
ど
塾
外
と
も
親
睦
を

深
め
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
塾
Ｏ
Ｂ
と
も
密
に

交
流
し
て
い
ま
す
。
新
入
生
の
入
塾
を
祝
う「
総

会
」、
岡
山
や
大

阪
在
住
の
塾
Ｏ
Ｂ

と
交
流
す
る
「
岡

山
、
大
阪
帰
省

会
」、
塾
Ｏ
Ｂ
宅

を
訪
問
す
る
「
先

輩
訪
問
」、
卒
業

す
る
塾
生
を
見
送

る
「
予
餞
会
」
な

ど
の
行
事
を
通
じ

て
、
世
代
を
超
え

て
絆
を
深
め
て
い

ま
す
。

○
最
後
に

　

明
治
、
大
正 
、
昭
和
、
そ
し
て
平
成
と
、

先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統

と
絆
が
い
つ
ま
で
も
続
き
、
精
義
塾
が
こ
の
先
の

未
来
に
向
か
っ
て
益
々
発
展
す
る
こ
と
を
お
祈
り

し
ま
す
。
最
後
に
、
精
義
塾
Ｈ
Ｐ
か
ら
岡
崎
嘉

平
太
氏
の
言
葉
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
参
考
文
献
等
：
精
義
塾
七
十
五
年
史
、精
義
塾
百
年

　

　東京岡山県人会女性部は、同会女性会員の発起により、
平成１８年に発足しました。
　主に、総会、勉強会、「県人の集い」への参加、クリスマス
会・納会と年４回程度の活動を行っています。
　これらに加えて、昨年度から岡山の魅力を再発見する１泊
２日の岡山旅行を行っております。今年度は、９月２１日（土）、
２２日（日）の日程で開催し、１５名の方の参加がありました。空
高く広がる秋晴れの中、わきあいあいと吹屋灯籠まつり、勝山
町並み散策、津山洋学資料館など、高梁・美作地域を訪れ、
岡山の美しい伝統や町並み、壮大な歴史など大いに体感す
ることができました。

　吉備クラブは、首都圏在住の岡山ゆかりの
年配の方 と々４０代までの若手県人会会員や学
生などの若者が世代を超えて交流する場です。
平成１８年から開催し、去る１０月２８日で２４回目
となりました。内容は講演と交流会で、年３回企
画しています。
　第２４回吉備クラブでは、一般財団法人キャ
ノングローバル戦略研究所研究主幹の山下一仁
氏から「農業立国に舵を切れ」というテーマで
ご講演していただきました。また、交流会には５０名を超える参加があり、初参加
の１３名には自己紹介をしていただき、さらに親睦を深めることができました。

　　＜次回の開催予定＞
　　　● 開催日：平成２６年２月２５日（火）
　　　●講　師：一般財団法人国土技術研究センター
　　　　　　　　 国土政策研究所長 大石久和氏
　　　●連絡先：Tel. ０３-５２１２-９０８０（岡山県東京事務所内）

「
精
義
塾
」（
文
京
区
）

◇精義塾◇
所在地： 東京都文京区小日向1-21-13
アクセス： 東京メトロ丸ノ内線茗荷谷駅
　　　　 （徒歩5分）
電　話： 03-3947-6565
定　員： 20人（15 部屋）
寮　費： 月額 45,000 円（食費含む）
HPアドレス： http://www.seigijuku.org/

事
務
局
か
ら
の

　
　 

お
知
ら
せ

せ
い 

　  

ぎ 

　
じ
ゅ
く

IYI女性部だより IYI

講演の様子

♤♠♤ 吉備クラブ通信 ♤♠♤ 

　

若
き
日
の
共
同
生

活
、
裏
も
表
も
互
に
見

せ
合
い
な
が
ら
各
自
の

学
業
修
練
の
道
を
追
求

す
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は

淡
と
し
て
水
の
如
く
、

飽
く
こ
と
の
な
い
生
涯
の

親
交
の
基
礎
を
作
っ
た

塾
の
生
活
を
僕
は
深
く

讃
嘆
す
る
。

　
　
　

  

岡
崎
嘉
平
太

　１２月３日（火）には、クリスタルヨットクラブ（品川区東品川
２－３－６）にて、「クリスマス会・納会」を開催します。東京湾ナイトクルージングを楽しみなが
ら会員間の懇親を深められる大変人気の企画です。女性部では年３、４回様々な行事を開
催しておりますので、皆様お誘い合わせの上、是非ご参加ください。
● 問い合わせ：東京岡山県人会女性部事務局 ０３-５２１２-９０８０（岡山県東京事務所内）

東京岡山県人会
メールマガジンの配信 始めます！

　会員の皆様に、ふるさと岡山関係のイ
ベント情報等を随時、発信するために、
メールマガジンを始めます。
　登録を希望する場合には、①氏名、②
住所、③電話番号、④Email アドレスをご
記入の上、Email、ＦＡＸ等で事務局にお
知らせください。
＜申込先＞
  ● Email：tokenjinkai@pref.okayama.jp
  ● FAX    ：03-5212-9083

（http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/page/detail-
29984.htm

l

）

史
、公
益
財
団
法
人 

精
義
塾
Ｈ
Ｐ
）

吹屋灯籠まつり

参加者全員で

夏の仮装旅行

精義塾  塾舎

精義塾入口

部屋の様子

は
な
ぶ
さ 

よ
し
も
と
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首
都
圏
の
中
の
お
か
や
ま


